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ヴ ァ ー ジ ニ ア ･ ウ ル フ の 『波』 をめ ぐ っ て
洛 西 和 子
1 . は じめに
『波』 は1931年に 発表さ れたが ､ ウ
'
'v フ は自伝の中で ｢1926年夏の おわり頃､ 私の 人生に お き
た こ の重大事を推測で きる伝記作家は 一 人もい ない だ ろう ｡｣ と述 べ て い る ように ､ ウ ル フ の 経
歴で ､ 1895年か ら1906年にか けて 相次ぐ家族の 死に 遭遇 した子供時代が終り､ その JL､象が1926年
に 『燈台へ』 とい う作品の 中に結実した の で あるが ､ その 矢先､ 人生の 後半に達 した ウ ル フ は精
神的な密状態に陥り ､ 早朝､ なん の前触れ もなく､ 巨大な波が押し寄せ ､ 砕け､ 広がる幻覚 に襲
われ るo ある日 , ウ ル フ
.
は大海原の はるか彼方を魚の エ ラが飛来する の を見て ､ 注(1'芸術家と して
の自分の 使命を運命的に 直感する｡ その 三年後の1929年に書き始め ､ 1931年に完成したの が 『波』
で ある｡
前作の 『燈台 へ』 の中で は､ ウ ル フ は過去の 記憶を追体験しなが ら､ 時空間の 枠組み の規制か
ら自由に フ ラ ッ シ ュ バ ッ ク しなが ら物語は展開され て いくが ､ 『波』 で は､ ウ ル フ の より円熟 し
た小説技法と ､ イ メ ー ジ の 防い飛象､ ま たより深遠 で壮大なテ ー マ が ､ こ の 作品をより普遍的な
芸術的な作品にま で高め たの で ある ｡ 『波』 は ヴ ァ ー ジ ニ ア ′･ ウ ル フ の 作品の 中で も､ その 小説
技法が極限まで達成され七もの で あり ､ また ､ 表現法に お い て も､ こ の 作品は 一 つ の 散文と い う
より､ 詩的言語が珠宝の ように 並べ られ た 一 編の詩 とい え る｡ ウ ル フ の 詩的想像力が い たる箇所
に あり､ 波とト､う ー 定の リズ ム ､ 音色と色調 を背景に様クな象徴やメタ フ ァ が ちりばめ られ て い
る｡ ウ ル フ 特有の 鋭い 鮮烈な感性で ､ 瞬時に 感知 した視覚印象が色彩 とい う言葉に 見事に 描写さ
れ直さ れ､ ま た聴覚で 捕え た様 々 な音調が 一 つ の 言葉と して 奏でられ る｡ こ の よ うに ウ ル フ の作
品で は､ 豊か なイメ ー ジや多彩な言葉が無意識の 深みか ら呼びだされ て意識の 明るみ に表出され ､
一 つ の 言葉と い う実体に書き換え られて 伝達さ れて いくの で ある｡ これ は 一 遍の 小説と い う より
は､ む しろ 一 枚の 絵画の ようで あり､ に び色 に青白く光 る海か ら､ 太陽に 燦々 と照らさ れ躍動感
に 満ちた海､ また穏やか な披か ら荒れ狂う波ま で の 自然現象を描い た､ 一 つ の 芸術に ま七到達 し
た作品と いえ る ｡
波 の持続した 一 定 の 動きが ､ あたか も こ の 宇苗全体の 摂理を象徴 して い るよ うに ､ 永遠 の 人間
の 営みが消えて は誕生するが ごと し､ 波の い ざな い に よ っ て ､ 無意識の廃みか ら過去 の記憶やイ
メ 丁 ジが ､ 時空間を超越して 我々 の 脳裏に 大きな隠喰 (メ タ フ ァ) と して 坊沸 して くる｡.海に 日
が昇る暁か ら 日没まで を､ 六人の主人公達 の幼少期か ら老年期まで の 一 生と呼応させ なが ら､ 波
の リ ズ ム に連動 して 六人 の 予言的な人生の ア ラ ベ ス クが織り込まれ語 られ て いく｡ あたか もウ ル
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フ 自身が最期に死を自ら選択して 生の 終蔦を飾る ように ､ 六人 の主人公達が押 し寄せ る波に さ ら
われ たり ､ 翻弄され たり ､ 岩に くだけなが らも立ち向か い ､ 生命の おわりと新たな生命の 誕生が
展開さ れて い くの で ある｡
2 . 小説の構成と概要
この 作品は全体が九っ の セ ク シ ョ ン に分けられ ､ 各々 の 章は ､ 散文詩 ともい えるイ タリ ッ ク体
の 序章が っ けられ て い る｡ 空港 め ぐる太陽の 位置を描く散文詩に よ っ て ､ 作品全体が区分さ れて
い る｡ 夜の 闇か ら､ はの か に海と空の 色彩が区別で き生命の はじまりを喚起さ せ られ る｡
第 一 セク シ ョ ン
T he s u nhad n ot yet ris en . The s e a w a sindistinguishablefr o mthe sky, e x c ept that
the s e a w a s slightly c r ea s ed a sifa cloth bad w rinkle sin it. Gradu ally a sthe sky wbiし
ened a dark lin elay o nthe ho rizo ndividing the s_
e afr o mthe sky a ndthe gr ey cloth
be ca m eba r r ed withthick str oke s m ovlng, O n e afte r a n othe r, be n e aththe s u rfa c e, follo -
w l ng e a ch othe r, pu r s u i ng e a ch othe r, pe rpetu ally.
As they n e a r edthe sho r e e a ch ba r r o s e, he aped itself, br oke a nd s w ept a thin v eilof
white w ate r a c r o s sthe s a nd. the wave pa u s ed, a ndthe ndre w o ut aga ln, Sighinglike a
sle epe r who sebr e ath c o m es a nd go e s u n c o n s cio u sly. Gr adu ally th
~
e dark bar o n the
ho riz o nbec a me cle a r a sifthe s edim e ntin a n oldwin e-bottleha s s u nka nd left the gla s s
gr e e n- - ･ - - - - (｢T he w a v esJ p. 5)
｢陽 はまだ昇 らなか っ た｡ 縮緬敏を寄せ たか の ようなさ ざ波が海面 に ひ ろがる ほか は ､ 海
と空の 区別は つ かなか っ た ｡ 空が 白む に つ れ ､ 海と空を劃す 一 線が しだい に色濃くなる と､
灰色の海に は幾筋もの大波が湧き起 こり､ 次か ら次 へ ､ 追い か け追い か け ､ 絶える こと なく
し ぶ き
うねり寄せ た｡ 岸辺に 寄せ た波は､ 高々 と盛り上が っ て は砕け､ 白い 飛沫の 薄い ヴ ェ ー ル を､
砂浜にまき散らした｡ 1 波は立ち止ま っ たかと眉うと ､ 我知らず呼吸する咽れ る人の よう に ､
吐息 を洩 し つ つ ､ ま た､ ひるが え っ て い っ た . うす黒 い 水平線 は少 しず っ 明るみを帯びて き
おり
た｡ 古い 葡萄酒瓶 の澱が沈み ､ ガラ ス 瓶をあお み どり色に 戻すよ うに ｡ 背後の 空も明るさ を
増した ｡｣ (『波』 p. 5)
T helight str u ck upo nthe tr e esin the ga rde n, m aking o n ele aftr a n spa rent a ndthe n
a n other･ On ebird chirped high up;the r e w a s apa u s e; a n othe rchirped lo w e rdo w n.
T he s u n sha rpe n ed the w alls ofthe ho u s e, a nd r ested like the tlp Of a fa n upo n a
whiteblind a nd m ake ablu efinge r-prlnt Ofshado w u nderthele af bythebedr o o m win -
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do w. The blind stir r ed slightly, but allwithin w a sdim a nd u n substa ntial･ T he birds
s a ng theirblank m elody o utside. (ibid･･ p･ 6)
｢陽の光 は庭の 木々 を照 ら し､ 木の 葉を 一 枚､ また 二 枚と透き通 らせ た｡ 小鳥が - 羽 ､ 空
高く噸る . 一 瞬の しじま ｡ ま た - 羽が低空で 暗い た｡ 陽光は家壁を際立たせ ､ 白い 日 よけの
上に扇の か なめ の ごとく
＼
宿り､ 寝室の窓 ぎわ の 葉蔭に指型の 青い 影をおと した｡ 日よ けはか
すか に揺れ て い たが ､ 中はうす暗く､ 人気もな い ｡ 戸外で は小鳥たちの 単調 な噸りが つ づ い
た ｡｣ (p. 4)
『波』 は ヴ ァ ー ジ ニ ア ･ ウ ル フ の 作品の 中で もきわ め尽くさ れた所まで ､ その 小説手法が発展
をと げた小説で あり､ ま た この 小説 は散文と詩の境界線を絶えず出入しなが ら小説 『波』 の ､ は




イ メ ー ジが展開されて い る. 各章は太陽が昇 ると こ ろか ら､ 天空に 燦々 と輝き､ ろい に は日没の
海に沈んで いく情景が描か れて い る. その太陽の 輝く角度に よ っ そ 一 日 の 時間的経過を暗示 し､
また同時 に人生の 生誕か ら死まで の 人生航路を象徴して い て ､ 六人の 人生が 太陽の 軌道に そ っ て
図式的に 展開され て い くの は明白だ｡-
登場人物は三人の男性 (バ ー ナ ー ド､ ル イ ス ､ ネ ゲ ィ ル) と 三人の女性 (ス ー ザ ン ､ ロ ウ ダ､
ジ ニ イ) か らなる六人の 幼な友達の 生活は彼らの 交互 に描かれ る内的独白に よ -
.
て ､ 年代を追 っ
て 表現され る｡ 第七番目の 男 (パ ー シ ヴ ァ ル) は六人の心 の中に崇拝と理想の 像と して ､ 若く
イ ン ドで 天折した後も彼等の 中に英雄として登場するだ けである ｡
従来の 伝統的な小説と は異 なり､ 六人の 登場人物の 性格､ 肉体的特徴や個人的な生 い立ちや事
情は､ 作家に よ っ て語 られて いくの で はなく､ 六人の 登場人物達 の回想や ､ 時に はその うちの ⊥
人の独白に よ っ て六人の 主人公達の 像を浮か びあが らせ て いく｡ おの お の 人物たちは ､ 独立 して
存在すこと がで きず､ 他人の 内部に投影する こ とに よ っ て 初めて 実像化される｡ 幼少の頃か らの
主人公達の性格や､ 未来を予測され るような ､ 言葉や ､ 言動､ ま た色彩に 象徴され る ように ､ 読
者は様々 なメ タ フ ァ や象徴を解読 しなが ら､ 幼年から老年ま で ､ 人間の 一 生が波とい う律動に沿 っ
て ､ 繰り返 し現在と過去との 間をフ ラ ッ シ ュ バ ッ ク しなが ら生と死の 交替が お こ なわれ ､ 人生の
最期で ある死 に向か っ 七い くの セある｡
こ の 作品の 冒頭の イ タ リ ッ ク 体に すで に 暗示され て い る｡
`
T hebirds s ang theirbla nk m elody o utside.
'
●
｢ … … ノJ､鳥たちの 単調な噸りが っ づ い た｡｣
(ibid. p. 6)
(p. 4)
幼 い 子供達 の ､ ざわ め きが こだま する よ う に ､ 第 一 の セ ク シ 3
.
ン で ､ すで に六人の 姿や性格 を
象徴する言葉が ち りばめ られて い て ､ こ れ らの言葉の 一 つ 一 つ が ､ 強烈 な詩的イ メ ー ジ とな っ て
裂烈し反響する｡
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`
I s e e a ring, s aid Ber n a rd,





｢輪が 見え るぞ｣､ と バ ー ナ ー ド は言う ､ ｢空中に ぶ ら下が っ て い るの が ｡ 光の 輪が揺れ動
きなが ら､ 苗に 浮い て い るぞ ｡｣
バ ー ナ ー ド は将来､ 作家と して 成功するま で ､ い っ も悩み ､ 宙ぶ らりん で 自分の 才能に 確信を
持て ず､ 他人の 情動に揺れ動く様子が暗示さ れて い る ｡
`
I s e e a slab ofpale yellow ,
strlpe ･
'
s aid Su s a n,
`
s r e adin u ntil it m e ets a pu rple
｢ うす黄色の 平らな板が見え るわ｣ ス ー ザ ン は言う､ ｢の びひ ろが っ て ､ 紫色の 筋と交わ っ
て い るの よ.｣
黄色は生命力を象徴 して い るように ､ ス ー ザ ン は広い 大地 で子供に恵まれ､ 自分の 人生や愛に
対する欲求は幼い 頃か ら拒絶さ れ ､ 必ずしも満たさ れな い なが らも達しく大地 に根をは っ て 生き
て い く｡
`I he a r a s o u nd
,
'
s aid R hoda ,
`
垂些里, 也 ;cheep, chirp;go lng up a nd do w n.
I
｢ほ ら､ 音がするわ｣､ ロ ウ ダは言 う､ ｢ ぴよぴよ､ ちい ちい ｡ あち らこ ち らで｣
ロ ウ ダの ゆくべ き場の ない 繊細なさ まよえる魂を表わ して い る ｡
`
Ⅰ 些塑 a globe,
'
s aid Ne ville,
`
ha nglng do w nin a 由 again st the
o n ehill.
'
e n o r m o u sflanks of s
｢球が見え るよ｣､ ネゲイル は言 う､ ｢ど こか の 丘の大きな横 っ 腹めが けて ､ 滴り落ちて い く
ぞ ｡｣
ネ ゲイル の 詩人と して の 鋭い 感受性 の片鱗が ､ これ らの言葉か らうかが い知れ る｡
`




｢真 っ 赤な ふ さが見る わ｣､ と ジ ニ イ は言う､ ｢金色の 糸で よ り合わさ れて い る の よ｡｣
赤や金と いう炎を象徴するよ うな色彩は､ 一 瞬の快楽と恋に 身を焦がす ジ ニ イの 生涯を暗示 し､
次か ら次 へ と蝶の よう に恋人を変 え､ 肉体的な悦 び こそ 彼女が日々 専心する こと で あ り､ 他 の 登
場人物の よう に過去の 現実 に戻 る こ と ばな い ｡
`I he a r s o m et hing sta mpl ng, S aid Lo uis･
`A gr eatbe ast
-
s fo otis chain ed.
I
It sta mps,
a nd早ta m 閃 .
'
｢ 足を踏み鳴 らす音がするぞ｣､ ル イ ス は言 う｡ ｢ 大 きな獣が足を繋がれ て い るん だ ｡ ずし
ん
､ ずしん と踏み な らすよ ｡｣ (p. 5)
成績が優秀で あ っ たに もかかわ らず父親 の破産で ､ 学業を断念して 実社会 に乗り 出して 成功す
るが ､ 自分 の 本来 の 存在意義が見 い 出せ ず 一 編 の 詩 に興 じる孤独な ル イ ス ｡
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こ こで は ｢見 る｣ と いう動詞が繰り返 し用 い られて ､ こ の視覚印象で六人の 性格や運命が われ
われ に 自己紹介さ れの で ある｡ 子供が言語を意識化で きない の か わりに ､ 子供の 知覚で 捉え た
印象で 語 っ て い く｡ こ の ように 独白の章はす べ て 直接話法で書か れて い く｡ つ まり六人の 登場人
物の視点を通 して の み ､ 時間的､ 空間的な 一 切が伝達され る こと に なり ､ 完全に作者 (語り手)
の 視点が消去さ れた こ とに なる｡
それらは､ 人物同士の 会話と なり､ 内的独白で あ っ たり､ ま た余白に 描かれ たりする各々 の 人
物の 内面描写で語 られて い て ､ 句読点はあるが厳密な終止符は置かれ て い な い ｡ 最も重要な こと
は ､ 子供たちの半ば無意識な行動表現の中に ､ ウ ル フ が登場人物の 個性の核とな るもの をい っ の
間に か巧妙に書き入れて い る こ.tで ある. 光の イ メ ー ジと水の イ メ
ー ジが横溢して い る第 一 章は､
また次の ように六人の 登場人物の プ ロ ロ ー グを形成する｡ ル イ ス の 独白が つ づ く､
Myfatheris aba nke rin Brisban e and lspe ak with a n Au str alian a cce nt･ I willw ait
a nd c op yBern ard･ HeisEnglish･ T hey a r e all English･ Sus a n
'
sfatheris′a cle rg ym a n･
R hoda has n ofathe r. Be r n a rd a nd Ne ville a r ethe s o n s ofge ntle m en. Jin nyliv es with
he rgr a ndm othe rin Lo ndo n. (Ibidp･16)
ル イ ス が オ ー ス トう リ ア の 銀行家の 息子 で ､ バ ー ナ ー ド と ネ ゲイル も紳士の 息子で ､ ス ー ザ ン
は牧師の 娘で ､ ロ ウ ダの 父親は亡くな っ て い ると い う境遇が ル イ ス の 独白で 語 られ る｡ (p.15)
ジ ニ イが ル イ ス に キス をする場面を見たス ー ザ ンが悲 しみの あまり､ ブナ の 森に 去 っ て い くの を
見た バ ー ナ ドは ､ 会話体で つ づけて い く｡
･But whe n w e sit together, clo s e,
'
s aid Be r n a rd,
`
w e m eltinto e ach othe r withphr a s e s･
we a r e edged with mist. W e m ake a n u n s ubsta ntialter rito ry･
' (Ibid･ p･12)
｢だけど､ こうや っ て ､ 身体を寄せ合 っ て 座 っ て い ると｣､ バ ー ナ ー ド は言う､ ｢言葉の力で ､
一 つ に融け合うようだね ｡ 霧が まわりをとり囲み ､ ぼくたちは幻想の 国を作り出すの だ｡｣
(p.ll)
と語るとき､ 言葉に対する信頼感､ 言葉に よる世界 へ の意識は彼の 小説家と して の 未来を暗示
する もの だ ｡ ネ ゲィ ル の 独白が語られ て い く､
`w he r eis Be r n a rd ? s aid Ne ville.
`
He has my knife.
' W e w e r ein the to ol- shed
m akingbo ats, a nd Su s a n c am e pa st thedo o r. And Be r n a rd dr op pedhisbo at a nd w e nt
afte rhe rtaking m y knife･ , the sha rp o n ethat c uts the keel･ Heislike ada ngling wir e･
a br oke nbell-pull, alw ays tw a ngling･ He islike the se a w e edhung o utside the windo w･
da m p n o w, n o wdry. (Ibid･ p･15)
｢バ ー ナ ー ド は､ ボ ー ト を放り出し､ あと を追 い駆 けて い っ たん だ ｡ ぼくの ナ イ フ を持 っ
こわ
たま ま｡ 竜骨だ っ て 切れる 掛 ､奴を だぜ ｡ 彼 は ､ ぶ ら下が っ た電線か ､ 穀れた ベ ル の 引き綱
み た い だ｡ い っ もぶ ん ぶ ん鳴 っ て い て ｡ ‥ … ぶ ら ぶ ら したもの は大嫌 い さ ｡ じめ じめ し たも
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の も嫌い さ ｡｣ (p p.14-15)
と語 っ て おり､ い っ もナ イ フ を手に して 鋭角的な もの ､ 秩序あるもの を求める ネ ゲィ ル の 気難
しく､ 鋭い 感受性は詩人と して の 将来を約束する｡ ジ ニ イ の眼 は､ 無数の 光に 砕け散り､ ロ ウ ダ
の 眼は ､ ｢た そがれ に 蝦の 群群が る淡色の 花の よう｡｣ に虚 ろで ある｡ (p.ll)
ブナ の 森に身を隠し害虫も恐れ な い性分や ､ 夏の 暑さも凍て つ く冬も恐れ ない と い う ス ー ザ ン
は田園に 生き｡ 水盤に 花 びらを浮 か して ､ 舟 に見立 て て 揺り動か して 遊ん で い る ロ ー ダ は `All
m y ships a r e white,
'
s aid R hoda . ｢わた しの 船はみ ん な白い の ､ ロ ウ ダは言 う ｡ (p.14) ｢たち
あお い や ゼ ラ ニ ウ ム の 赤い 花びら はい らな い の よ｡ 鉢を傾けると漂 っ て いく白い 花びらが欲 しい
の
｡ 岸か ら岸 へ ､ 群をな して ､ 船が走る わ｡ 小枝を入れ ると ､ 溺れ た水夫を助ける筏に なるの ｡｣
(p.14)I w a nt white petals thatflo at wben ltipthe ba sin up. ｢漂 っ て いく白い 花びら｣ の 如
く投身自殺をする運命を暗示 して い る よう に思われ る｡
ジ ニ イ の独白は続く
`And ∫da shed in he r e
,
s e eing yo u gr ee n a s abu sh,like abr a n ch, v e ry still, Lo uis, with
yo u r eye sfix ed.
"
Is hede ad ?"
Itho ught, a nd kis s edyo u, with m yhe a rtJu mping u nde r my pink fr o ck likethele a v-
e s
,
whichgo o n m o v lng, tho ughthereis n othingto m o v ethe m ･ No wls m ellge r a niu m s;
I s m elle a rth m o uld･ I da n c e. I rip ple. I a m thr o w noveryo ulike a n et of light. I lie
qu lVeringflu ng o v e ryo u･
'
(Ibid. p.10)
｢わた しは駆 けて い たの よ｣､ と ジ ニ イ は言う ､ ‥ … そ れで こ こ に 飛び込ん で きた ら､ ル イ
ス
､ あな たが潅木そ っ くり の 緑色に な っ て ､ 木の 枝の よう に じ っ と動かずに ､ 眼を据え て い
る じ ゃ な い の ｡ 『死ん で るの か しら?』 と思 っ たわ ｡ それ で ､ キ ス して み たの ｡ 私の 心臓は､
ピ ン ク色 の 洋服 の 下で ､ 揺り動かすもの が ない の に揺れ て い た葉 っ ぱの よう に ､ 高鳴 っ て い
るわ ｡ ゼ ラ ニ ウ ム の 花の 匂いが するわ｡ 土か びの 臭い がするわ ｡ わ た しは踊る ｡ 舞う｡ 光 に
網の よう に ､ あな たに お お い か ぶ さ るの ｡ ふ るえ なが ら､ あなたの 上に ､ 身を投げか けて い
L, るの よ｡｣ (p p. 8
｣ 9)
この 行動は 愛の 奴隷 の よ う に恋 を求 めて さ ま よ い ､ 愛に生きて い く ジ ニ イ の 将来 を予測 して い
る ｡
子供た ち は物 と結 び っ けて 互 い を知 る ｡ 鋭い ネ ゲイル はナ イ フ をふ りまわ し､ 感覚的な ジ ニ イ
は金糸 の 入 っ た深紅 の飾 り房 に目を っ ける｡ 気性 の 激 しい ル イ ス は蛇を彫 っ た ベ ル ト ､ 夢想家 の
ロ ウ ダは鉢 の 水な ど､ こ の よ う に ､ われわ れ は ､ こ の小説 の 冒頭か ら､ 六人 の 性格と ､ 各々 の運
命 を予測させ られ る ｡
- 24-
ヴ ァ ー ジ ニ ア ･ ウ ル フ の 『披』 をめぐ っ て
時間と空間の設定
この 作品の どの 一 行に お い て もすべ て の 年代記を無視し ､ ほ とん どすべ て の 場所 を放棄して い
る｡ 六人の各々 の人生を語 るの に ､ ウ ル フ は成長過程を表現する の に必須な条件で ある各自の 時
間の ク ロ ノ ロ ジカ ル な経過をた どらず､ 各々 の 人生を展開する場である空間も限 られた舞台を設
定 したに過 ぎない ｡ 何の 蹟樺もなく ウ ル フ は時間空間の全概念を除去して い る｡
行動領域は中立的で 一 般的で ある. すなわち海べ の 庭園､ 街の 通り､ レ 不 ト ラ ン で ある｡ それ
が主役達の生涯の 背景と して われわれが持っ すべ て で あり■､ 空中の 太陽の 行路､ 小鳥の さえずり
が ､ 一 日 の進行が世界の 存在を呼び起 こ す唯 一 の 要素で ある｡ ｢ 六人の 登場人物は沈め られ た内
的空間の中で進化し, われ われの 眼の 前を陰影の 行列の ように 次か ら次へ と現われ て は生涯を運
んで 行く､ 内面意識の 流れを表現 して 行く ｡｣ と モ ー リ ス . ブ ラ ン シ ョ が見事に述 べ た ように 各
人物が時間の イ メ ー ジ の よう に見える ｡ パ ー シ ヴ ァ ル に 最も近い バ - ナ ドは､ より普通の 小説の
●
時間の概念 で ある年代期的時間に最 も近い ｡ パ ー シ ヴ ァ ル が事故で 突如､ その 生を終えた の に反
して ､ バ ー ナ ー ド は人生の半ば で ､ まだ小説家と して 未熟な自分を思い ､. 家族
を持 ち､ 人生の 時
間の 経過を具体化して いくo こ れと全く反対なの は ロ ー ダで ､ ｢ - つ の 時間に ､ 一 つ の 椅子に縛り
っ け … ‥ 時間と時間の あい だ の白い間隙を私か ら奪 っ て ､ … ‥ だ けど､ それ が私の 人生 だ っ たわ ｡｣
(p.189)､ 空白の 時の苦悩の犠牲とな る○ つ まり人生を貫徹す
'
る こと なく ､ 自らの命を絶 つ o
ま た ､ 他方ネ ゲイ ル と ル イ ス は ､ 古典の 詩を耽読する ことで ｢知性が その 存在価値をも っ て い
るか の 無限の 時間の 中で思考し夢想する ｡｣ み んなが 悲哀に年老 い ､ しま い に は死に 導く連続す
る時の ､ 逃れ られ ぬ 過程の 中に呑まれ て い くがま まに なる｡ あたか も波に い ざなわれ ､ の み込ま
れ て いくように . ｢そして 暗が｣､ バ ー ナ ー ド は言う､ ｢そ の滴を したた らす ｡ 魂の屋根に 宿 っ た
滴が垂れ落ち る｡ 僕の 心の 屋根に 時が宿り､ 滴をした た らす｡｣(p.170)
バ ー ナ ー ド の 最後の 語りの 後に ､ もう 一 つ の セ ン テ ン ス が書か れて い る｡ 即ち､ 『波は岸に砕
けた』 の解釈が岩と岸は不動な物であり･死の 象徴で あり､ それ に対して 波 は止むこ となくうねり
い どみか かる生命力とい え るだ ろう｡ 我々 の 敵で ある時間と空間に対する敗北を意味する無 なの
か ､ ま たは勝利を認める永遠を意味して い る の で あ ろうか ｡
第ニ セク シ ョr ン
T be s u n r o s ehigher, Blu e w a v e s, gr e e n w a v es s w epta quick fa n o v e rthebe a ch, cir cト
1ngthe spike ofs e a-holly a nd le a vlng Shallo w po ols oflighther e a ndthe r e o nthe s a nd･
A faint bla ck rim w a sleft behind,the m. T he r o cks-which had bee n misty a nd s oft
harde n ed a nd w e re m a rked withr ed clefts … ‥ … … …
Asthelightin cr e a s edablュd her e a ndthe r e splita s u nder and sho ok o utflo w e r s, gr e e n
v ein ed a nd.qu l V e rlng, a Sifthe effort of ope ninghad s et the m r o cking, a ndpe aling a∫





｢ 陽は高く昇 っ た ｡ 青い 波｣ 緑の 波は浜辺 に素早く扇形に ひ ろが り､ ひ ごたい ざ この 穂花
をひ とめ ぐりすると ､ 砂浜の あち こ ちに 光り輝く浅い 水溜りを残 して去 っ た｡ 波あと に は ど
す黒い へ りが残 っ た｡ う っ すらと霞んで い た岩々 はが っ しりと した姿をあらわ し､ 赤い 亀
裂をあ らわ に した｡ … … ‥ …
･ 陽光が降り注ぐと ､ あ ち こ ちで つ ぼ みが割れ ､ 花を咲か せ ､ 緑の 筋入りの 花 は､ 開花する
努力で揺れ出したか の ように ふ るえ ､ 脆い 花舌を白 い 花舌を白い花弁に打ち当て ､ かすか な
鐘楽曲を奏で た｡ (pp.23-24)
｢陽は高く昇 っ た｣ 太陽と ｢鮮やか な黄色と淡 い紅色の まだ らに胸 を染 めた｣ 小鳥たちを描写
するが ､ 登場人物の 成長を語る第二 の 独白の章と当然密接に か かわ る｡ それ ぞれ の場面は男女別
の グ ル ー プ に 構成さ れて 描か れ るが ､ 場面転換の ときに は 二行程の 空白が置か れて ､ 対話と独
白に よ っ て形成されて い く｡
まさ に 小鳥の 自由さ で 考え行動 し､ パ ブリ ッ ク . ス ク ー ル の課程を終え た登場人物たち はすで
に十八歳に達 し､ イ タリ ッ ク体に描写 され た ｢あちこ ちで曹が割れ ､ 花を咲かせ ､ 緑の 筋入りの
花 は､ 開花する｣ よ うに ､ 少年小女た ちは自己を開花 して い く｡ 六人はそれ ぞれ の通 に向か っ て
散り散り に別れ て ゆく｡ 即ち ｢ 一 人の 男だけを愛する こ と はしな い ｡ 縛られ たくない｣ と語 る ジ
ニ イ ､ ロ ン ド ン を嫌 い ､ 田園を愛 し ､ ｢私は与え､ 与え られ る｣ 幸福 な家庭の 母なる こと を夢み
る ス ー ザ ン ､ ｢忘却の 風 に ､ 動揺 を しずめ て もらうの . ド ア が開く｡ 虎が跳び込んで くる ｡ ド ア
が開く. 恐怖が馬削ナ込ん で くる ｡｣ (p.94) と人生 に不安な印象お抱く ロ ウ ダ､ ネ ゲィ ル と バ ー ナ ー
ド は ケ ン ブリ ッ ジ大学に進学し､ ラ テ ン語の 精密を究 め､ 暖昧さを拒絶 し､ 未来の 詩人ネ ゲィ ル ､
また ｢人と 一 緒に い ると ､ 言葉が直ちに煙の輪を描き､ 句が 口 を っ い て 絡み はじめる｣ 小説家バ ー
ナ ー ド､
父親の 事業の 失敗か ら ､ 成績が優秀で あ っ たに もかかわ らず ｢自分は しか と踏み しめ る大地を
持ちた い ｡ 僕 は漠然と ､ 漠然と金をもうけ に行く ｡｣ (p.57) と実世界に飛 び込ん で い く ルイ ス で
ある ｡ こ の 章で パ ー シ ヴ ァ ルが 登場し､ 六人と違 っ て 彼に は内面申な もの が ない が ､ 六人の 一 生
に わ た っ て の英雄的な存在と して ､ イ ン ドで 落馬 して 死ん だあと も六人の こ こ ろの うち に深く残
る｡
第三セ ク シ ョ ン
T he su n r o s e, Ba r s ofyello w a ndgre e nfello nthe sho r e, gildingthe ribs ofthe e ate n
- o utbo at a nd m aking the se abolly a nd its m ailed lea v e sgle a m blu e a s ste el. Light
alm o st pie rc edthe thin s wift w a ve s a sthey r a ced fa n- shaped o v e rthebe a ch.
T he girl who had shake nhe rbe ad a nd m ade all theje w els, the topa z,the aqu am arine,
the w ate r-colo uredje w els with spa r･ks of fir ein the m , da n c e, n o wba red her br･o w s
a nd withwide-ope n ed eye sdr o v e a str aightpathw ay o v e rthe w a v es. (Ibid. p.62)
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｢陽は昇 っ た ｡ 黄と緑の光の･縞は､ 朽ち果て たボ ー ト の 肋材を金色 に彩どり､ ひ ごたい ざ
この か た びら状の 葉をはが ね色 に光らせ ､ 砂浜 に 降り注 い だ ｡ 披か扇形を描い て 岸辺を駆
けめ ぐるとき､ 光は､ 足早の薄い波を射し通した ｡ 首を槙に振り､ 黄玉や藍玉や火花を はら
む水色の石 など ､ あらゆ る宝石を揺らが せて い た少女 は､ い ま眉をあらわ に ､ 眼を見開き､
彼の 上を 一 直線に走 っ た ｡｣ (p.64)
独自の章で ､ 六人の 登場人物たち は大学生活 (ネ ゲィ ル と バ ー ナ ー ド)､ 社会生活 (ル イ ス)
社交界の 生活.(ジ ニ イ と ロ ウ ダ)､ 田園生活 (ス
ー ザ ン) を展開する｡ 各々 の 属する場を舞台に ､
自我な い しは個性の 発見が主題とな っ て い る｡ 使用さ れる動詞 は ｢駆り立て｣｢跳ね上がり｣｢感
知し､ 目覚め｣ な ど､ 躍動感の あ るもの で彼らの若さ の象徴で あり､.波も ｢轟
々 と打ち寄せ る｡｣
とか れ らの生命力に 連動 して い る ｡ 小鳥も虫を ｢虫を突 つ き､ 高く飛 ぶ ｡｣
この 章で は ､ バ ー ナ ー ドが ル イ ス に つ い て ､ 彼の 父親の 破産の 結果 ｢ルイ ス は事務所 に つ と め
て い る｣ と報告すると ､ 占 ン ド ンの シ テ ィ の う らぶ れ た居酒屋で 独白する ル イ ス が登場する ｡
そ して 彼は前章で パ ー シ ヴ ァ ル ( 登場人物の 意識の み登場して くる第七の 人物である) に つ い
て の 二面的印象を語 っ て い た ｡ 彼の オ ー ス ト ラリ ア耽りの せ い もあ っ て ､ ｢愛をも っ て 抱擁さ れ
たい と何よりもo
,
ぞ んで い るの に ､ 異国人 で ､ よそ者なの だ ｡｣(p･84) 社会生活で の孤独が深化
し､
`
No wlsle ep; n o wl w ake.
'
と い う現実 へ の 二面対応を心得て く る｡ そ して 苛酷 な現実 へ の
眠りが ､ 少年期の 楽しい イ メ ー ジ へ の め ざめ とな る｡ ｢僕は､ 首すじに 一 撃をうけ､ 庭で 目ざめ
た｡ ジ ニ イ が熱い 口づ けをしたの だ ｡ こうい っ た こと すべ て が､ 夜の 大火の 場の 混乱 した叫び声
や ､ くずれ落ちる柱や ､ 赤と黒の炎を思い 出すよう に ､ 思 い起 こ され る｡｣ (p.85) が そ の核的イ
メ ー ジだ ろう ｡
そ して ｢僕の 根は､ 鉛と銀の鉱脈をくぐり抜け､ 臭気を放 っ 湿 っ ぽい沼地 を つ きぬ け､ 中心で
絡み合う､ 樫の根で で きた節まで と どい て い る ｡｣ (p.85) は彼の孤独をイ メ ー ジ化して くれ そう
だ ｡ もう 一 つ の鮮明な超時間的イメ ー ジ ｢ぼくはナ
▲
ィ ル 河の岸ま で女たちが赤い 水差 しを運ん で
いくの を見た こ とがある｣ も少年期の な っ か しさ に ふ ける ｡
ス ー ザ ン は彼女の 幼い 悲 しみ の 凝縮した ｢ジ ニ イ が ル イ ス に キ ス をして い る ｡｣ と い うイ メ ー
ジが記憶に 延ると ､ 視点が移行 して ジ ニ イ の 描写 へ と っ なが る｡
その ジ ニ イ 社交界に 美しい姿 を現わ し､ ロ ウ ダの 表現 に よると ｢ジ ニ イ は､ 鴎の よう に ､ 波に
の っ て 進むわ ､ 如才なく､ あち こ ち見まわ し ､ ずば りと ､ あれ こ れ 口 に しなが ら｡｣ (p.76) この
ように現実の 一 瞬 一 瞬に彼女の情熱 は燃焼し､ ｢ 乾い た大地を灼熱 の炎の よう に踊りまくる｣ ジ
ニ イ は ､ 他 の 登場人物の よ う に過去 の 現実 に回帰す る こ と は な い ｡ ロ ウ ダは舞踏会で 濁 っ た緑色
の 目を して 不安と恐怖 に おの の い て立 っ て い る｡
第四 セク シ ョ ン




n olo nge r c o u ched o n agr e e n m attr e ssda rtl ng afitfulglan cethr o ugh
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w ate ry je w els, ba r ed itsfa ce a nd lo oked straight o v e rthe w a v e s. T heyfellwith a r egu -
la rthud. Theyfellwiththe c o n c u ssio n of ho rs e s
`
ho o v e s o n
/``
もhe tu rf･ T heir spray r o s e
likthe to s sl ng Ofla n c es a nd a s s ega l占ove rthe riders
' he ads.
They sv ept the be a ch with steel blu e a nd dia m o nd-tip ped w ate r. (Ibid. p.92)
｢高く昇 っ た陽は ､ 珠玉の 輝きの 水面を折に ふ れて 射し通す緑の しとね を離れ ､ 面 をあら
わ に ､ 波の 彼方を真直ぐに 見 つ め た｡ 波は規則正 しい音をたて て ､ 崩れ落ち た｡ 芝生を蹴た
て る馬蹄の 響きに も似た音をたて て ､ 崩れ 落ちた.｣` (p.97)
ロ ン ド ン の フ ラ ン ス 料理店が舞台で ､ 六人は パ - シ ヴ ァ ル を中)L､に確固 として 坐 っ て おり ､ 自
然描写も多彩な色をっ けて い る｡ 登場人物の 人生 の 位置を暗示する太陽に つ い て ｢高く昇 っ た陽
は ､ 珠宝の 輝きの 水面を折に ふ れ て射し通す緑の しとね を離､ 面をあらわ に ､ 波の彼方を真直ぐ
に 見 っ め た｡｣(p.97) と描写 し､ 人物たちの状況を象徴すると思わ れ る小鳥たち に つ い て 三様に
描 い た｡ 即ち ､ 独りで思うさま情熱的にうたう小鳥た ち､ 第二 に かた っ むりをっ っ い て ､ 殻か ら
粘液が流れ るまで そ の行為を続ける小鳥たち､ 第三 に 噂き声を合わせ るが ､ 最後に分裂する小鳥
た ちの 三 つ の 図柄で ある ｡
これ は六人の 登場人物の 独自的自己分析と ､ イ ン ド へ 渡る幻の青年パ ー シ ヴ ァ ル の 歓送会で再
会し､ お互い の JL､が とけ合う.瞬間の 認識､ そ して 再度の 別れと い う内容を暗示 して い た｡ パ
ー シ
ヴ ァ ル の カ リ ス マ 的な外観は遠 い他 に赴い て も､ 彼の 姿は常に友人達お鼓舞する もの である ｡ ウ
ル フ は何故 こ の よう なまわりくどい 二重構図を作品の 構造と して 用い て い るの か ｡ これ まで 見て
きた よう に ､ イ タリ ッ ク体に は人間は登場しな い ｡ 海があり ､ 太陽が照射し､ 彼の リ ズ ム と花の
色彩､ 小鳥の 飛期 とさ えずりな ど自然界の リ ズ ム と微妙な変化を伝え て い る ｡ そ して 独白の章
で はイ タ リ ッ ク体の 時間の推移に 合わ せて ､ 少年と少女､ 青年と娘へ と成長をと げなが ら生命の
リ ズ ム と変容を伝え て い る ｡ 彼の リ ズ ム ､ 太陽が天空をめ ぐるリ ズ ム ､ 花の 開花と凋落の リ ズ
ム
､
これ らと同 じ次元 に人間の 生命の リ ズム を置 こう とする の が ､ こ の 二重の 構図の 意味で はな
い だ ろうか ｡
こ の 四章 は ロ ン ド ン へ 向う バ ー ナ ー ドの 車中 の描写で この 章は始まる ｡ イ ン ド へ 渡る幻の 青年
パ ー シ ヴ ァ ル の 歓送会の た め で あ る o 彼 の 独白を通 して バ ー ナ ー ドが婚約 した こと を知る . ｢け
れ ども､ 実の と こ ろ､ 生は僕 に と っ て ､ い ま や不思議な は ど引き の ばされ たと い う感 じは否めな
い
. そ れ は ､ 僕に や がて 子供が授か り､ こ の世代の 人々 を越えて ､｣ (p.103)
イ タリ ッ ク体で 用い られ た言葉を周到に 繰り返 しなが ら小鳥たちと登場人物 の 等式を証明する｡
第五 セ ク シ ョ ン
T he s u nbad ris e nto its fullheight. It w a s n olo nge rbal一s e e n a ndgu e s s ed at, fr o m
hints a nd gle a m s, a sifa girl co u cbed o n he rgr ee n s e a m attr e sstired he rbr o w s with
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w ate r- globedjew els that s entla n ce s of pal-tinted lightfalling a nd fla shingin the un
-
c e rtain airlikethefla nks of a dolphinle apl ng, O rthefla sh of afallingblade･ No wthe
s u nbu r nt u n com pr o misi ng, u nde niable･
. … … … a nd sho w edthe r u sty ca rtwbe eLthe whitebo n e, or thebo ot witho utla ce s stu ck
bla ck a sir o n,iムthe s and. Itga v eto e v rythingits e x a ct m e a s u r e ofc olo u r;
(Ibid. p.126)
｢太陽は天頂に 昇り つ めて い た ｡ あたか も碧海の しと ね に横たわ っ た乙女が ､ 水玉の 宝石
で額を飾り､ そ こか ら放たれる乳白色の光の 矢が ､ 跳 びはね る海豚の横腹か振り下ろされ る
刃の ひらめ きさ なが ら､ 変わりやすい空 に降り注ぎきらめくか の よう に ､ 半ばしか姿を見せ
ず､ 合図や光に よ っ て 推しはか られ る太陽 は､ もはや存在し なか っ た o い ま陽は､
一 歩も譲
らず､ 紛れ もなく､ 燃えて い た ｡ ‥ … ‥ . . … … 錆び つ い た車輪や ､ 白骨や ､ 鉄 の ように 黒ずみ ､
砂浜に へ ばり つ い た ､ 紐の ない 深靴をあらえわ に した｡ 陽はあらゆ るもの に 正確な色合い
を与え た｡｣ (p p･ 134-135)
｢太陽は天頂 に昇りつ めて い た ｡｣(p.134) で は じま る第五章の 錆びつ い た車輪｣､ ｢ 白骨｣､ ｢鉄
の如く黒い｣ な ど不吉なイ メ ー ジを提示するが ､ まさ に第五の 独白の 章はイ ン ド急逝 し二十五歳
の 幻の 青年パ ー シ ヴ ァ ル に ､ バ ー ナ ー ド ､ ネ ゲ ィ ル ､ ロ ウ ダに よ っ て 捧げられる挽歌で ある｡ 小
鳥も虫を ｢虫を実っ き､ 高く飛ぶ ｡｣ 章の 冒頭 ｢彼は死んだ｣ と唐突に ､ ネ ゲィ ル は言うo ｢落馬
したの だ ｡ 馬が つ まずい て ､ 投げ出され たの だ ｡ 世界の 帆が くる っ と廻 っ て ､ 僕の 頑を捉えた o
何もか も終りだ ｡ 世界の光 は消えて しま っ た ｡｣ (p.137) 容赦なく太陽が 照り つ けるなか で ､ 六
人の 友人達 は死と直面する｡ ウ ル フ は人生の 終りで ある死を九章の 終り で なく､ あえて 中間の 五
章に も っ て きて い る｡ 成熟 して いく過程で ､ かけがえの ない人の 死に対面する こ とに より､ ネ ザイ
ル に はこ れが人生の転機に なり､ バ ー ナ ー ド に と っ て は作家として ､ 創作する 一 つ の 契機に なる○
ロ ウ ダの 独白を引用する｡ 彼女は ル イ ス の い っ た ｢死はすみ れの 花に ぬ い あわされて い る｡ 死そ
して又死だ｣ と いう セ リ フ に暗示をうけたよう に ､ オ ッ ク ス フ ォ ー ド街で 得たすみれ の花束を手
にイ ン ド航路の 船も浮かん で い る テ ム ズ河畔 へ 赴く｡ ｢い ま こ そ､ 抑圧され た欲望 ､ はねか え っ
て きた欲望を解き放っ の よ､ 費い果た し､ 使い尽くすた めに ｡ 燕が暗い 水溜り に羽根を浸し ､ 柱
が そ っ くりそ の まま立 っ て い る砂丘を､
一 緒に馬を走 らせま し ょ う｡ 岸に打ち砕ける波をめが け
て ､ 白い泡を地球の果て の果て まで投げ飛ばす波をめが けて ､ 私はすみれを パ
ー シ ヴ ァ ル へ の 捧
げも の を ､ 投げる の .｣(p.151) 第五章 は ロ ウ ダの こ の 独白で 終 る o
パ ー シ ヴ ァ ル の 死と と もに
六人は確実に 人生 の最期に 向か っ て いく｡
第六セクシ ョ ン
T he sun n olo nge r sto od
~in the middle ofthe sky･ Itslight sla nted, falling obliqu ely･
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He r eit c a ught o nthe edge ofa clo ud a nd bu r ntitinto a slice oflight, a bla zlngisla nd
o n which n ofo ot c o uldr e st･ T he n a n othe r clo ud_w a s ca ughtin thelight a nd a n othe r
add a n other
,
s othat the w a v e sbehe ath w e r e a r r o w-str u ck with fie ry fe athe red da rts
that shot e r r atic ally a c r o s sthe quiv e rlngblu e. (Ibid. p.141)
｢ 太陽はもはや中天に か か っ て い なか っ た｡ 陽光 は傾き､ 斜め に 降り注 い だ｡ 陽は ､ 雲の
は じに絡み つ き､ それ を燃え上が らせ て 光の 薄片に ､ 足も踏み入れ られ ぬ 燃え立 っ 島に ､･変
え たo は どなく､ また雲が 一 つ ､ そ して ま た 一 つ と ､ 次々 に光に包まれ ､ 海上の 波の上 に は､
揺れ動く青海原 を乱れ跳 ぶ ､ 燃え る羽根の 投げ矢が ､ 走り抜けた o｣･ (p.151)
T hebirds sat stills a v ethat theyflickedtheir he ads sha rplyfr o m side to side. No w
they pa u s ed in their s ongs a sifglutted with s o u nd, a sifthefulln e ss of midday had
go rgedthe m･ (Ibid. p.141)
｢小鳥たち は､ 頑を左右 に素早く打ち振る ほ か は ､ じ っ と止ま っ て い た ｡ 彼ら はい ま ､ 音
色に 飽きたか の よ うに ､ 真昼の充実が 彼らを飽きる ほ ど満た したかの よう に ､ 歌い止 めて い
た｡｣ (p.152)
とその イ タリ ッ ク体が象徴的に語る第六の独白の 章は､ 前章で登場しなか っ た三人 ル イ ス とス ー
ザ ン と ジ ニ イ ､ ネ ゲィ ル の 独白か ら成立 して い る｡ ｢僕 はタイ プ ライ タ ー や電話と半ば恋を して
い る ｡ 手紙や ら電報､ それ に パ リ や ベ ル リ ン や ニ ュ ー ヨ ー ク｣ (p.154) と ル イ ス は今や ビ ジネ ス
マ ン と して 成功した ｡ 恋人 ロ ウ ダは彼の もとを去り､ 一 方 ス ー ザ ン は家庭の 幸福に 満足 して い る｡
こ の 二 人 は人生の進 む べ き方向が ､ だん だ ん狭め られ て いく｡ 登場人物た ちはすで に 三十歳を過
ぎ成熟 の域 に達 した こ とが ､ ジ ニ イ 0)独白に よ っ て 知られ る｡
｢(私は こ の年月 を - とこ ろで 齢 は三十を越え ま したが一 切り立 っ た岩か ら岩 へ 跳ぶ 野性の 山
羊 の よ うに ､ 危 ない 思い をし っ っ 生きて きたの ｡ どん な処 に も長く腰を落ち着けて い な い わ｡ 特
定 の 人に愛着したり しな い の ｡)｣ (p.160) そ して これ まで 多彩な愛の う たを歌 い続けて きた ジ ニ
イ はなお も愛の 遍歴を続 けるの だ が､ そ の 独白に愁 い の響きを読者は感知する ｡ 次 に掲げる彼女
の ナイ チ ン ゲ ー ル の 隠喰 に ジ ニ イ の 愛 の 不毛さ へ の 批評が読み とれ る ｡ ｢さ あ ､ 私 たち の 愛 の 歌
を歌 い ま し ょ うよ 一 来れ ､ 来れ ､ 来れ よ ｡ 私が 放 っ 金色 の 合図は青鈴 の よ う に ぴん と張 っ て 飛
ん で い く｡ じ ゃ っ ､ じ ゃ っ ､ じ ゃ っ と ､ か細 い 喉もとに 調 べ を詰め込 ん だ夜噂き の鴬の よう に ､
私 は歌う の ｡ は ら､ 枝 々 が割れ る音や裂 ける音 ､ 枝角 の ば ち っ と 鳴る音が聞 こえ て よ ｡｣ (p.163)
ジ ニ イ は第 一 セ ク シ ョ ン で光 の 印象を語 っ た あと ､ 第 ニ セ ク シ ョ ン で ｢ 花が っ ぼ み を振り開く
よ う に｣ 十八 歳の 少女と して読者の 前に 登場 して きた｡ 次に彼女が第セク シ ョ ン で ､ 魚が水を得
た 如く社交界 に姿を現わすとき ､ 生き生きと した愛 の 生活が あ っ た｡ 第四 セ ク.シ ョ ン で も パ ー シ
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ヴ ァ ル の歓送会 に万人の眼を魅きつ けて 登場して きた｡ だがT.S. エ リオ ッ トの 『荒れ地』 の ソ ネ ッ
ト第六十番はそ の よ うな美 に つ い て 語 っ て い る｡
成熟へ と這い ､ 栄冠 を得るが ､
邪な蒸蝕が栄光 へ と打ちかかり ､
時は与 えた もの を今､ 破滅さ せる ｡
時は若者の艶や か な頬を突き刺し､
美しい者の 額に平行壕を掘り ､
世に も療な真の 美点を怠り食う ｡
第六セ ク シ ョ ン の ジ ニ イ はイ タリ ッ ク体で の太陽の 描写が示して い た如く ､ 頂点に い たるや ､
その 美の成熟に はすで に陰りが見えて い るの だ｡ 少女達 の つ ぼ みか ら､ 満開の 花に なり, 月日の
経過とともに無残 に散 っ て い く花に 変わ っ て いく ､ 美と時の 相関関係を象徴 して い る｡
第セセク シ ョ ン
T he s u nhad n o w s u nk lo w e rin the sky. T heisla nds ofclo ud bad gain ed in de n sity
a nd drew the m s elv e s a c r o s sthe s u n s othat the r o cks w e nt s udde nly bla ck, a ndthetr e-
m bling s e a-hollylo stits blu e a ndtu rn ed silv e r, a nd shado w sw e r eblo w nlike gr ey clotr
hs o v e rthe s ea. T he w a v e s n olo nge r visited thefurthe rpo ols o r r e a chedthe dotted
bla ck lin e which lay lr r egula rly m a rked upo n the be a ch. T he s a nd w a spe a rl white,
s m o othed a nd shining.
Birds s w o oped a nd circledhigh upin the air. So m e r a c ed in thefu r r o w s ofthe wind
andtu r n ed a nd slicedthr o ughtheln a Sifthey w e r e o n ebody c utinto atho u sa nd sh-
r eds. Birdsfell like a n etdes ce nding o nthe tr ee-tops. He r e o n ebirdtakingits w ay alo
n e m ade w lngfo rthe m a r sh and s at s olita ry o n a white stake, ope n lngits w lngS a nd
sbuttlng them . (Ibid. p.156)
｢ 陽はい ま ､ 空低く沈ん だ ｡ 雲の 島々 が 潰さ をま し､ 太陽を横切 っ て い くと｣ 岩々 は突然
黒ずみ､ 揺れ動くひ ごたい ざこ は青味を央く して銀色に 変わり ､ 影は灰色の 布切れ の ように
海上を吹き流され た ｡ 波は彼方向こ うの 水溜りまで はもはや及ばず ､ 不揃い に 浜辺に の こ さ
れ た黒 い点線 に も届か なか っ た｡ 砂浜 は真珠の ように 白く､ 滑らかで ､ 輝い て い た｡｣
'
(pp.167-168)
一 層深刻な状況が ジ ニ イ の 告白と して 聞か れるだ ろ う｡ 第セ セ ク シ ョ ン は ｢陽はい ま ､ 空低く
沈ん だ｣ (p.167) と い う イ タリ ッ ク 体 の描写で は じま り ､ 登場人物と象徴的に かか わ っ て き た′ト
鳥達の 状況を ､ ｢ 群れ を離れ て 飛ん で い た
- 羽が ､ 沼地をさ して 飛期 し､ 白 い 杭 の 上 にぽ つ ん と
止ま ると ､ 羽を開 い て は閉じた｡｣ (p.168) と語る ｡
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この 小鳥が暗示する もの は､ ス ペ イ ン の 山並みを ラ バ の揺 られて ､ 人か ら逃れ ､ ル イ ス の 抱擁
か ら逃れて 旅をする ロ ウ ダの イ メ ー ジだ けで はな い ｡
バ ー ナ ー ド は色あせ て しま っ た自分の 内面を解析し､ 無気力と 明噺が交錯する ､ 知識人特有の
密病を描く ｡ 彼は今ロ ー マ に あ っ て ､ 半生 を回想 しなが ら､ 自己の才能 へ の 期待が裏切られ た こ
と ､ そ して 小説家と して 果たすべ き仕事をい まだ に 完成 して い ない こと を告白する｡ こ の ときに
｢さ あ､ この テ ラ ス か ら､ 下に群が る人々 を見給え｡ あたり 一 面 の活動 と喧騒を目に とめ給え ｡｣
(p.173) こ こ で バ ー ナ ー ド はテ ラ ス か ら見下 ろす下界に ､ 大海の エ ラ の ビ ィ ジ ョ ン を見 たの だ ｡
こ の 啓示が バ ー ナ ー ド にと っ て 小説家と して の 大きな 一 つ の 転機とな る｡
｢もはや部屋もい ら ない ､ 壁も暖炉 も｡ ぼく はもう若くな い o ぼく は人生の 果実を摘み終え た｣
(p.181) と語 るネ ゲ ィ ル ｡ そ の 彼と は対照的に ､ ル イ ス は取締役の 次の机に坐り､ 豪荘な家も所
有 で きる地位に達 して い る｡ しか しや はりあの 屋根裏部屋 へ 帰 っ て詩を読む ｡ `O w e st wind' で
は じま る四行 の愛 の詩の読み を完成するプ ロ セ ス で ､ 自分の 情人の 女優の 俗悪な こと ､ オ ー ス ト
ラ リア 耽りの 自分が負わな けれ ばな らなか っ た宿命､ - 頁 の詩を書い て死ん で も本望な こと ､ パ ー
シ ヴ ァ ル の 死 ､ ロ ウ ダが去 っ て い っ た こ とな どを回想 し､ 自分が生 きの び､ 痩せ衰え ､ 金の柄の
杖をっ い て~ロ ン ド ン の舗道を歩い て い くと い う終駕の 像ま で た どりつ い たあと ､ もう 一 度想い は
砂漠の 熱の よ うに 去 っ て い っ た ロ ウ ダ へ 立ち帰る ｡ ロ ウ ダはその 頃ス ペ イ ン の ある絶壁で ､ 眼下
の 海 に入 ろうか どうか迷 っ て い る｡ ロ ウ ダに と っ て 死 は敵で はなく､ 海 へ の 自然な回帰で ありで
あ るo ロ ウ ダもまた ､ 崖下に 大海の エ ラ の ビ ィ ジ ョ †､ つ まり彼女 に と っ て は死の イメ
ー ジを見
たの で ある ｡ その と き､ ル イ ス の 思慕を裏書きするよう に 四行詩の 全貌が示され る ｡ (p.188)
お ゝ ､ 西風よ ､ 汝の 吹くはい っ ､
小雨もた らす汝の 吹く は｡
あ ゝ ､ い と しの 人 ､ 腕 に い だきて ､
今ひ と たび闇 にありたきもの を ｡
∃
そ して ジ ニ イ は ロ ン ド ン の 地下鉄 の 駅で ふ と覗い た鏡 に 自分を知る ｡ ｢ あそ この 鏡 に私の 身体が
映 っ て い る ｡ なんと淋しげで ､ な ん て 縮ま っ て ､ なん て 年老 い て い るの で し ょ う! … . … . もう若
く ない わ｡ 人々 を下 へ 急ぎたて る の ｡ 何百万と い う人々 が死ん だわ｡ パ ー シ ヴ ァ ル も死ん だわ｡｣
(p.178) ジ ニ イ は次章 一 層美の 凋落を知る こ と に なる｡
第八セ ク シ ョ ン
T he s u n w a s sinking･ T heba rdsto n e oftheday w a s c r a ckeda nd lightpo u r edthr o ugh
its splinte rs･ Red a ndgoldshot thr o ughthe w a v es,in r apidr u n ni g a r r o w s, fe athe red
withda rkn e ss.
Er ratic ally r ays of lightfla shed a nd w a nder ed, like slgnals fr o m s u nke nisla nds, o r
darts shot thr o ugh la u r elgr o v e sby sha m eles s,la ughingboys･ But the w a v es, a sthey
n e a redthe sho r e, w e r e r obbed oflight, a ndfellin o n elo ng co n c u s sio n, like a w all fall-
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ヴ ァ ー ジ ニ ア ･ ウ ル フ の 『波』 をめぐ っ て
ing, a w allofgr ay sto n e, unple r Ced by a ny chink of light/ (Ibid･ p p･177-178)
｢太陽は沈み かか っ て い た ｡ 昼 の堅 い核が割れ ､ その 裂片か ら光が洩れ て た ｡ 赤色と黄色
が ､ 暗闇の 羽毛をつ け､ 飛期する矢と な っ て 波を射通 した｡ 光線は､ 沈んだ 島か らの 合図の
よ
_
うに ､ 或は､ 笑い さ ざめく図々 しい少年たちが月桂樹の木立を貫い て 飛ばす投げ槍の よう
に ､ あち こちに 輝き､ さ まよ っ た｡ だが ､ 波は岸辺に 近づ くに つ れ光を失い ､ 塀が崩れ落ち
る よう に ､ 光の 割れ目 一 つ な い灰色の石塀が額れ落ちるように ､ 長く尾を引く震動をた て て
砕け散 っ た｡｣ (p･192)
太陽は沈みかか っ て い た｡｣ で は じま る､ 寂実たる風景の描写で ある｡ ハ ン プ ト ン ● コ
ー ト で ､
六人の登場人物たちは パ ー シ ヴ ァ ル の あの 歓送会以来再び､ そ して 最後の 会合をする｡ こ の章で
は第四章と 同じく､ 友人た ちは グル ー プ で 登場する｡ 友人た ちの 人生観 ､ 歴史観の 背景 に な っ て
いく. バ ー ナ ー ドたちが求め て きた もの の 一 つ の完成或いヰまその 見極めが藷 られる . 中年に達 し
た バ ー ナ ド の心に は､ もはや青年 の 未来に 対する期待は見当た らな い ｡ ただ過去の 絵姿 一夏の 午
後､ ボ ー ト､ ス カ ー ト の 裾を つ まん だ老婦人 ､ 冬の 日 の葦, 三月の 水仙が心 に 浮か ん で くる ○
こ こで ､ 第三 の セ ク シ ョ ン で指摘した ｢視点の 移行の放則｣ が復活 して ､ バ ー ナ ー ド の 意識の 鏡
に 映しださ れた ネ ゲ ィ ル に視点が置かれ る ｡ 彼は ｢みん なが中年に達 した い ま､ わ れわ れの 上
に は幾多の 重荷が の しかか っ て い る｡ 重荷を下ろ そうで はない か ｡ 君の人生は どうだ っ たか ､ と
われわれ は訊ね る､ そ して 僕の人生 は? バ ー ナ ー ド ､ 君の は?｣(p.196) と提言するが ､ 彼に と っ
て ｢ 一 つ 一 つ の 光景 は､ 親密さ の危険と不思議を例証 し ょ うと即席に な ぐり書きされ た唐草模様
だ ｡ … … 僕は選ん だ｡ 人生の 複写 を､ 外側か ら で はなくて内側か ら､ 手を加 えて て い ない ､ 真 っ
白の ､ 無防備な繊維の 上に 写しと っ た｡ さま ざま な心を､ 顔を､ 余りに も精妙で匂い や色や肌理
や地 はあ っ て も名の な い もの を写 しと っ て ､ 僕は曇り ､ 傷 っ い て い る｡｣(p.198) と いう ｡ こ の
発言に ス ー ザ ン はネ ゲ ィ ル に自分の 手を見る ように と前置きして 自信にあふ れ た反論をつ き つ け
る｡
｢テ ー ブ ル の 上の 私の 手を ご覧なさ い な｡ 関節や手の平の ､ ぼか し に な っ た健康そうな色 をご
覧なさ い な ｡ 私の 身体 は毎日､ 腕利きの 職人に使わ れる道具の よう に ､ 全身､ 適切 に ､ 使わ れて
い るの よ｡ 刃は清潔で ､ 鋭く､ 真申が擦り減 っ て い るわ ｡ (私たちは野で 闘う獣の よう に ､ 角を
ぶ つ け合う牡鹿の ように ､ ともに闘 っ て い るの よ｡) あ なた の青白い ､ しなや か な肉体を通 して
見られた ら､ 林檎や果物の 房で さえ も､ ガラ ス の 下 に置かれ たかの よう に ､ ぼ やけて 見え る に違
い な い わ ｡ 一 人 の 人と ､ た っ た 一 人 の 人と ､ で も変化する
一 人 の 人と 一 緒に ､ 深々 と椅子に 身を
沈め ､ ほ んの わ ずか の 肉体しかあなた は見て い ない の よ ｡ その 神経とか ､ 繊維とか ､ そ の上 を走
る血の の ろか っ たり早か っ たりする流 れ しか ｡ だ け ど全体的な もの は何 も見て い な い わ ｡｣ (p･p･
199-.200)
こ の発言は バ ー ナ ー ド に ｢言葉 はス
ー ザ ン の 手と並 べ て テ ー ブ ル の上 に置けるもの を自分に は
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残 してくれ なか っ た述壊さ せる 一 方田舎で の ス ー ザ ン の よう に ｢人生 を実体の ある､ 巨大な魂で
見て｣ 生きた ル イ ス は ｢ぼくは金や紫の 衣服に耽るが ､ それで も煙突の 並ん だ風景が好きだ｡ 屋
上の 火ぶ くれ した煙出しの 上で ､ 汚い 横腹を掻い て い る描な どが好きだ｣ と告白する｡ こ の ル イ
ス の い う ｢痩せ た措｣ や ｢火ぶ くれ した煙突｣､ ｢屋根か ら見えるか細い 美｣ に興味を示さず､ 不
快が る ジ ニ イ は次の よ うに 語る. それ は同時 バ ー ナ ー ド ､ ネ ゲ ィ ル へ の 批評 に もな っ て い る｡ し
か し彼女の 意識下か ら究極に 浮か び上が っ て くるもの は､ 波の サ イ ク ル に重ね られる生命の 誕生
か ら凋落へ の サイ ク ル だ っ た｡
｢ あな たたちの 人生の 悩みや分裂は私 に は夜毎 に解決さ れ たわ ‥ = … . あ なた たちが机q)前に 坐 っ
て 物を書い たり､ 数字を加える ように ､ 私 は鏡の 前に 坐 っ て きたの ｡ わた し の寝室と い う聖堂の
中で ､ 鏡の 前 に坐 っ て ､ 自分の 鼻や顎 ‥ ‥ … を評価 して きたわ ｡ … ‥ … ‥ 銀 の 氷柱の ように 愛に 沈殿
したの
- - 今 ､ わた しの 髪は灰色に なり ､ 痩せ たわ｡ ‥ … で も私は恐れ な い ｡ (p.205)
テ ム ズ沿 い の テ ラ ス を歩くうち に六人は子供の 頃に返 っ たよ うな話 し型に なり ､ 文は ま るで 脈
が短く途切れ ､ 短くなる｡ 彼 らの 声は幼い 頃の ように 見分けが っ か なくなり､ 小説の 結末に向か っ
て ま じりあう｡
第九セク シ ョ ン
No w the s u nhad s u nk･ S ky a nd s e a w e r eindistinguishable.
T he w a v e sbr eaking､spre adtheir whitefa n sfa r o ut o v e rthe sho r e, s e nt white shado w s
into the re c es s e s of o n o r o u s c a v es a ndthe n r olled ba ck sighing ove rthe shingle.
(Ibid. p.202)
｢太陽は沈ん で しま っ た｡ 空と海の 見分け は つ か なか っ た｡ 波は砕けつ つ ､ 砂浜の はるか
彼方に 白扇をひ ろ げ､ 響き渡る洞窟 の奥ま で 白い 影を投げか け､ やが て 小石 の 上を吐息を洩
し つ つ 引き返 して い っ た ｡｣
｢今太陽は沈ん だ｣ と語り ､ 第 一 セ ク シ ョ ン の `The s e a w a sindistinguishablefr o mthe sky
･
.
の 想起 を期待 する か の よう に `Sky a nd s e a w e reindistinguisbable
'
と描く｡ 自然の サ イ ク ル
は人の 生命の サ イ ク ル に重 な っ て い た はずだ ｡ かくて太陽の 天空の 旅路は終わ っ た｡ 小鳥に つ い
て の 描写 は ｢孤立する樹を求めて 飛ぶ - 羽の 鳥 の 噂き声の 外､ 音は聞こ え なか っ た｣ とあ るだ け
だ
o 登場人物 を象徴的に写 して き た この 小鳥の 姿が示すよ うに ､ こ こで は ｢こ めか みに 白髪 の み
え る年輩 の 男｣ バ ー ナ ー ドだ けが登場 し､ 思 い で の レ ス ト ラ ン で ､ 一 人 の 客を相手に ､ ｢自分 の
人生 を要約 して ､ そ の 人生の意味を説明しよ う｣ (p･221) と い う｡ 子供が絵本をくると､ 乳母が ､
｢あれ は牛 で すよ｡ あれ は ボ ー ト で すよo｣ と い う調子で ､ 人生の 各場面を練 っ て み よ う｡ 人生の
頁を繰 っ て ､ お楽 しみま で に 余白に注釈を っ け加えて み よ う｡ (p.223) こ れまで 六人 の独白に よ っ
て 成立 して きた 『波』 を ウ ル フ は今 一 つ の 全体と して ､ い わ六面体の 結晶と して ま とめ よ うと し
て い るo そ の 核 と して ､ ｢ ｢自分は ル イ ス で あ り ､ ネ ゲイル で あり ､ … . . . .｣ バ ー ナ ー ド を選ん だ
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と思われる｡ まずその ｢絵本｣ の 第 一 頁は第 一 セ ク シ ョ ン の 海に開けた庭 の風景である ｡ 次い
で ｢白い花弁を浮かせ た水盤｣ を持っ ロ ウ ダの こと ､ ス ー ザ ンと の探検の こ とな どが丁度凝固 し
た形で存在して い る ことを知る . 或い は次の 例の如くに ネ ゲィ ル ､ ル イ ス たちの 語 っ たr｢風に 吹
かれ て い る洗濯物､ 溝の 中の 男の 死体､ 月光の 中で ぬ っ と立 っ て い る林檎の木､｣ な どのイ メ ー
ジが バ ー ナ ー ド に 定着して い る｡ 当然 これ ら の描写は読者の 記憶の 層に 整然 とおり こま れ て い
る はずの もの である｡ しか レ ヾ - ナ ー ド たちの ｢独白｣ で は語りつ くされ て い な い意味の 深さを､
バ ー ナ ー ドが ｢絵本の 余白｣ に書きこ むとい う作業も加わ っ て い る ｡ 例え ばバ ー ナ ー ド の 恋愛似
っ い て彼の 語りに耳を傾けて み ると ､ 第四 セ ク シ ョ ン で バ ー ナ ー ド は パ ー シ ヴ ァ ル ん の歓送会に
ロ ン ド ン に出か け､ そ して 自分が婚約した こ とを独自で語 っ て い た点は我々 の 記憶に ある｡ しか
しその相手が どうい う人物か に つ い て は全然知 らされて い なか っ た ｡ それが今､ 心の ひだか ら選
り出されて 語 られ る｡ 或い は他の女と の失恋の記憶が明らか に され る｡ バ ー ナ ー ド は ｢日常的､
社会的､ 表面的生活の もっ 極端な正確さとか秩序の底 に ､ 破れ た夢の速 い流れ｣ に 相当するもの
で あ ろう｡ パ ー シ ヴ ァ ル の死 に つ い て ､ 読者は第五 セ ク シ ョ ン で バ ー ナ ー ド が ナ シ ョ ナ ル ･ ギ
ャ ラ リ ー で ｢青衣の マ ド ン ナ｣ の 前に立ち､ パ ー シ ヴ ァ ル へ の決別ゐ心情を語 っ た ことを記憶し
て い る. しか しその 後ジ ニ イ を訪問した こ とは知られ て い な い ｡ 或い結婚誤の ス ー ザ ンを田舎に
訪問 し､ 彼女の ｢リ ズミ カ ル で半ば意識的で ､ 霧に 囲ま れた ような｣ 生活を自分 は嫌悪すると い
う バ ー ナ ー ド の 告白も実は我々 は知らな い の で ある｡
こう した､ 読者に 未知の 掘り下 げられ た コ メ ン トを ｢絵本の余白に書か れ た説明｣ とすると ､
吟味され る絵本の内容と は､ 読者の 記憶にある言葉､ イ メ ー ジ､ 場面な どで ある はずで ､ それ ら
が読者の 記憶 に再現さ れて 一 つ の 全体を形成して い くよう に ウ ル フ は作業をすすめ て い るの だ ｡
そして バ - ナ ー ドたちの関係が疎遠とな っ て い くと きの淋しさが語 られ て い る. バ ー ナ ー ドが夜､
ルイ ス ロ ウ ダの 住む屋根裏部屋 へ ､ 友情を求め て訪問 した記憶が は じめ て 明か され る｡ 読者は ロ
ウ ダが ル イ ス の 許を去り､ 彼が慕情を古歌 に託 して い た点は知 っ て い る ｡ ｢再び ぼくは石の 階段
を重 い足 どりで下りた｡ 友人たちは遠くに離れ ､ 無言で ､ 滅多に訪問をうけず未知の 存在だ ｡ ぼ
くもまた友人に と っ て 唆味な未知の存在だ｡ 時々 眺められ るだけで ､ お 目に かかれ な い まぼ ろ し
だ｡ 人生と は夢だ ､ た しか に ｡ ぼくらの 炎は … … .す ぐに吹き消され るだ ろう ｡｣(p.195)
バ ー ナ ー ドが ロ ウ ダの 自殺を語 っ た あとで ､ 日常性の ヴ L
t
- ル が剥が され た世界を覗きこ むと
い う啓示的 一 瞬が彼に訪れた ｡ こ の とき バ ー ナ ー ド は ス ー ザ ン の や っ たよ うに ､ ｢ 野原に通 じる
門 に もたれて い た｣ とい う｡ すると ｢私の心 の空間が 晴れ て ､ 習慣と い う繁 っ た木の 葉 ごしに 見
えた｣ と語る バ ー ナ ー ド は､ 自分が他人を媒介とし七六人の人物が ｢時｣ とい う海を背景と して ､
そ れ ぞれ の 人生や死に 対す る態度､ 人間 の 死が生 き残 っ た者 に与え る影響を独白する ｡
六人と も､ 一 様 に 張り つ め た繊細 な､ 流麗な言語で 語り､ 区別が つ きが た い ｡ そ こ で は､ 彼 ら
の 外面的な行為 よ り も､ 混沌と した潜在意識の 世界の ほ うが重要 で あ る ｡ 太陽 は生命 で あり ､
｢ 時｣と い う海に輝き､ 絶え間なく変化 し､ かすか な光と幻影を生ん で い る ｡
波 は寄せ集ま り､ 背を曲げ､ 砕 け散 っ た. 大石小石が ほ とば し っ た ｡ 波 は岩を専断ナめ ぐり ､ 高
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く飛 び上が る飛沫は ､ 乾い て い た洞穴の 壁に はねかか っ て ､ 洞穴の奥に 水溜りをの こ した ｡ 波が
引くと ､ 打ち上 げられ た魚が ､ その 中で 尾を振り動か して い た｡ (p p.152-153)
こ うして 彼の誕生と岸辺 へ 寄せ る律動と岸で の必然的終篤とい う波の サイ ク ル が人生の パ ノ ラ
マ と パ ラ レ ル をな して ､ い わ ば原型的イ メ ー ジと して成立する｡ー
我々 が海に対面して 立 っ て い るとする｡ 波が はるか な沖合い で 生まれ ､ 岸に 向か い ､ うね り つ
つ 波頭を光らせ ､ 競い 合うように寄せ て ､ 最後に岸に砕ける ｡ この 波の サ イ ク ル に生命或 い は人
生 の サ イ ク ル を見たと思う,とき､.､それ は我々 の 内部に 何かそれと呼応するもの が あ っ たに 違い な
い ｡ 何か実に 遠い もの ､ 忘去けに も似た遠くに ある ､ かすかな記憶 に連な っ て い るもの へ の 予感で
ある｡
こ れ はリア リ ズ ム で あ ると同時に ､ それ を超え たもの で ある｡ 穏やか で はあるが事実に 基づ い
た こ の 独自に は､ こまやまな感覚が ､ 混乱 した現実と ためら い を超え た澄み き っ たJL､の 奥底 に広
が っ て いくの が読み取れる｡ 真実と はこうい うと こ ろに存在する もの で あり､ それが人生で ある｡
そ して小説家は意識の奥底に ある真実を表現すべ きで あると ､ ウ ル フ は考え て い たの で はあるま
い か ｡
結 論
『波』 とい う小説 は､ 六人の 同級生の 各 々 の 人生を単 に伝記の ように ､ そ れぞ れの 成長過程を
年代記的順序に そ っ て 客観的に語 っ た もの で はな い ｡ こ の 小説 の 卓越 して い ると こ ろ は､ 我 々 が
体感する生命の 感覚や過去の 記憶や意識な どは､ 決して 伝硬的な物語や小説の ように順序だ っ て
現われ てく るもの で はなく ､ 語 られ るもの で もな い こ とを明確 に したと こ ろに ある ｡ ま た六人の
人生に の み限定さ れる わけで もなく､ 何人の 人生の 中に も存在するもの で あ り､ い っ の 時代の 人
間の意識に も廷る生を描い たと こ ろに ､ その 普遍性が ある の で ある｡ ウ ル フ は幼 い ､ まだ形をな
さ ない 六人の 意識を利用 しつ つ ､ 彼等の イ メ ー ジを通 して 語らせ ､ 言葉で は表現で きな い側面を
浮か び上が らせ ようとする｡ 六人の 人物たちを宇宙の 大海原に 沈め溺れさ せる ｡ 日 々 の 人間の い
と なみ は､ こ の広大な人生 の 荒海の 中で ､ 寄せて は返し ､ 時に は波に 翻弄され岩に 砕け無限に 繰
り返され るなか で ､ 生の ゆたか な可能性と死に 対する不安とが交錯する の で あ る｡ ウ ル フ の 秀
麗 な印象主義的技法は､ この 捉え どこ ろの ない 感受性を多彩な色合い や豊かな音とと もに波に ゆ
らめく 感覚を見事 に描 い た こと に あ る の で はなか ろうか ｡
ま た六人の 生涯 の 回想録と い う､ あ りきたり な手法を ウ ル フ は選択 しなか っ たと こ ろに ､ こ の
作品が鮮明な印象と して 我々 の 内に 残る作品とな っ たの で あ る｡ 作家ウ ル フ は何事も語らず､ 太
陽 の 位置と繰 り返 し持続する波とを象徴的に 配置 し､ あと は子供達に独白させ て い るだ けで ある｡
作家と い う役割を全く放棄して い て ､ 作家不在の よ う に見え るが､ 実 は ウ ル フ が絶妙に コ ン ト ロ ー
ル して い る の が理解され る ｡ こ こ に象徴的な大海原 の エ ラ を っ い に ウ ル フ は捉え て作品に結実さ
せ ､ 一 人 の 作家と して の 使命を完結した と言え る の で は なか ろ うか ｡
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注(1)
ヴ ァ ー ジ ニ ア ･ ウ ル フ は ｢ 小説の 諸段階｣ と い う ､ 1939年の評論で ､ 『白鯨』(モ ピ ー ･ デ ィ ッ ク) を19
22年に読んだ こ と に つ い て 言及して い るが､ こ の 作品か ら 一 つ 象徴と し て エ ラ の イ メ ー ジを得た の か もし
れな い し ､ ま た波は､ ｢ 形の不明なもの ､ お ぼ ろげに しか 見え な い もの す べ て が エ ラ と な っ て 盛り上が る｣
よう に見えると述 べ て い るよう に､ 妄想や幻覚と捉え て い る の で あろうか ｡ ま た 日記に書い て い るよう に ､
｢ あまり遠くない 所に黒光りする エ ラ が見えた = . . . .｣ と､ 実際に ､ 目撃した光景がウ ル フ の 中で ､
一 つ の イ
メ ー ジに な っ た の かは明確で な い ｡
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